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市内にある日本酒の蔵元「㈱わし

の尾」では、１２月に入り、仕込み作

業が着々と進められています。寒く

なるこの季節は、雑菌の繁殖が抑え

やすく、もろみが低温で長時間発酵

させることができるため、おいしい

酒ができるとされています。蔵人た

ちの作業にも熱が入ります。

今月の表紙

Z
o
o
m
U
p人人
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優れた技能さらなる高みへ

FrontTopics

２２年度県卓越技能者表彰

２２年度の県卓越技能者表彰式は１１月１５日、サンセール盛岡で行われ、八幡平市からは卓越

技能者に長坂美容堂の長坂育子さん（美容師・着付師、６７歳、中松尾）と青年卓越技能者に

㈱わしの尾の菅原健さん（酒類製造工、３３歳、駅前二区）の２人が受賞しました。

すがわら・たけし ３３歳 駅前二区

菅原 健さん

高校卒業後、平成６年に㈱わしの尾に入社。

２８歳のとき、南部杜氏協会資格選考試験に合格

しました。１４年度からは杜氏の補佐をしながら

蔵人をまとめる「頭役」に就き、平成２１年度には、
かしらやく

清酒製造の要である製麹工程を担当。全国新酒

鑑評会で「わしの尾」初の金賞受賞に貢献しまし

た。菅原さんは「これからも伝統を守るととも

に、多くの人が日本酒に親しんでもらうよう、

好きな言葉「和醸良酒」のもと、蔵人みんなで力

を合わせていきたい」と決意を語りました。

昭和３８年から美容師を始め、同４６年から長坂

美容堂を独立。３８歳のときからは着付けの勉強

も本格的に行い、現在に至ります。千葉益子賞

花嫁化粧着付全国コンクール（㈱百日草主催）２

席など多数の入賞実績を持ち、その高い技能で、

近年は全国大会の審査委員を務めるほか、多数

の後進育成に力を注いでいます。美容業界で初

受賞となった長坂さんは「これからが新たなス

タート。お客さまの喜ぶ顔を見るため、流行な

ど勉強に励みたい」と語りました。

ながさか・いくこ ６７歳 中松尾

長坂 育子さん

青年卓越技能者（酒類製造工） 卓越技能者（美容師・着付師）



市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
平
成

年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

２３と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
「
八
幡
平
市
総
合
計
画
」

の
前
期
５
カ
年
が
３
月
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、

年
度
か
ら
の
後
期
５
カ
年
計
画
で
は
、

２３人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
「
定
住
化

の
促
進
」
、
小
規
模
農
家
を
中
心
と
し
た

「
第
一
次
産
業
の
生
産
力
向
上
」
、
市
の

玄
関
口
で
あ
る
「
大
更
駅
周
辺
の
賑
わ
い

に
ぎ

の
創
出
」
、
通
過
型
か
ら
「
滞
在
型
の

観
光
の
推
進
」
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ

だ
け
で
な
く
芸
術
・
文
化
活
動
に
も
対
応

し
た
総
合
的
な
「
合
宿
の
里
づ
く
り
」
の

さ
と

５
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
６
日
か
ら

日
ま
で
第

１０

６０

回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
八
幡
平

市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ス
キ
ー
に
限
ら
ず
、
全
国
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

八
幡
平
市
は
合
併
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
私
た
ち
が
住
み
、
暮
ら
す
「
地

方
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る
中

で
す
が
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
農
と
輝

の
大
地
」
の
創
造
に
向
け
、
地
方
自
治
・

地
方
分
権
を
よ
り
強
固
に
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
行
政
、
議
会
な
ど
一
体
と
な
り
、

市
政
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健

康
で
よ
り
よ
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

農と
みのり

輝の大地実現へ
ひかり

住民主体の地方自治
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市
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
初
春
の
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
、
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
八
幡
平
市
が
誕
生
し
て

５
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

市
議
会
議
員
定
数
が
２
人
減
っ
た
中
、
４

月

日
に
合
併
後
２
回
目
の
任
期
満
了
に

25
よ
る
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た
に
選
ば

れ
た

人
の
議
員
が
、
決
意
も
新
た
に
、

24

農
・
商
工
業
、
観
光
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
教
育
な
ど
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関

わ
る
身
近
な
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
政
策
提
言
を
行
い
、
活
発

な
論
議
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
の
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
状
況
の
悪

化
や
少
子
高
齢
時
代
の
到
来
な
ど
に
よ
り

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

地
方
議
会
に
所
属
す
る
者
に
と
っ
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
大
な
役
割
を
担
い
、
多

様
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
果
敢
に

取
り
組
む
こ
と
が
使
命
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
議
会
と
し
て
も
、
議
決
機
関
と
し

て
の
役
割
を
踏
ま
え
、
皆
さ
ま
が
「
合
併

し
て
よ
か
っ
た
」
「
八
幡
平
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
、
議
員

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
最
大
限
の
力
を

尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
市
議
会
に

対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

日
々
の
生
活
に
明
る
い
光
が
降
り
注
ぐ
１

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

日々の生活に明るい
光が降り注ぐ１年に

2011
新年の
あいさつ
NewYear's
Message

はちまんたい広報05
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Ｙ
八
幡
平
」
が

月
５
日
か
ら

１０

ス
タ
ー
ト
（
３
月
ま
で
毎
週
火

曜
日
、
正
午
か
ら
放
送
中
）
。

▽

日
～

月
５
日

千
葉
県

２５

１０

で
開
催
さ
れ
た
第

回
国
民
体

６５

育
大
会（
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
）、

山
岳
競
技
成
年
女
子
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
種
目
で
、
畠
山
千
怜
選
手

ち

さ
と

（
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
、

両
沼
）が
準
優
勝
。
他
に
も
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
や
ラ
イ
フ
ル
射

撃
競
技
で
４
選
手
が
入
賞
し
た
。

月
10▽

１
日

西
根
病
院
に
常
勤
外

科
医
と
し
て
、
星
川
浩
一
医
師

こ
う

い
ち

が
着
任
（
写
真
）
。

▽

日
～

日

千
葉
県
で
開

２３

２５

催
さ
れ
た
第

回
全
国
障
害
者

１０

ス
ポ
ー
ツ
大
会
男
子
２
０
０
㍍

７
月

▽

日

任
期
満
了
に
伴
う
参

１１
議
院
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行

わ
れ
る
。
八
幡
平
市
の
投
票
率

は
県
内

市
町
村
中

番
目
の

３４

２７

・

％
（
県
選
出
議
員
）
。

５８

２３

▽

日

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
、

２６
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
共
同

発
行
協
定
を
締
結
。
製
作
費
用

を
広
告
で
賄
う
官
民
協
働
事
業

で
、
県
内
５
市
目
。

８
月

▽
６
日

岩
手
山
焼
走
り
国
際

交
流
村
焼
走
り
の
湯
で
、
バ
ー

ク（
樹
皮
）対
応
型
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
の
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
る
。

建
物
を
含
む
総
工
費
は
１
億
４

５
９
５
万
円
。

▽

日

八
幡
平
市
観
光
キ
ャ

２３
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
３
人
が
決
ま

る
。
任
期
は
２
年
間
。

９
月

▽
１
日

八
幡
平
市
が
合
併
５

周
年
を
迎
え
る
。

▽

日

エ
フ
エ
ム
岩
手
八
幡

２４
平
支
局
が
開
局
。
八
幡
平
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

ア
ル
ペ
ン
競
技
の
男
子
ス
ラ

ロ
ー
ム
で
齊
藤
優
選
手
（
松

す
ぐ
る

尾
中
３
年
）
が
８
位
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の
男
子
５
㌔

ク
ラ
シ
カ
ル
種
目
で
は
川
野
創そ

う

平
選
手
（
安
代
中
３
年
）
が
そ

へ
いれ

ぞ
れ
８
位
に
入
賞
（
川
野
選

手
は
男
子
４
×
５
㌔
リ
レ
ー
の

第
２
走
者
と
し
て
県
勢
５
位
入

賞
に
貢
献
）
す
る
な
ど
、
地
元

開
催
の
大
会
に
華
を
添
え
た
。

３
月

▽
３
日

田
山
小
学
校
の
新
体

育
館
が
完
成
。
総
工
費
は
約
２

億
９
５
０
０
万
円
。

▽
４
日

「
広
報
は
ち
ま
ん
た

い
」
が
、
創
刊
か
ら
５
年
目
で

通
巻
１
０
０
号
を
迎
え
る
。

▽
７
日

八
幡
平
市
ふ
る
さ
と

大
使
委
嘱
状
交
付
式
が
東
京
で

行
わ
れ
る
。
八
幡
平
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
た
め
、
八

幡
平
市
出
身
者
や
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る

人
が
委
嘱
を
受
け
た
。

１８

▽

日

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ

２２
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー
場
で
、
日
本
の

ス
キ
ー
発
祥
１
０
０
周
年
を
記

１
月

▽

日
～

日

ノ
ル
デ
ィ
ッ

２７

３１

ク
ス
キ
ー
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
、
小
林
潤
志
郎
選
手
（
盛
岡

じ
ゅ
ん
し
ろ
う

中
央
高
校
３
年
、
柏
台
三
丁

目
）
が
コ
ン
バ
イ
ン
ド
個
人
ス

プ
リ
ン
ト
種
目
で
優
勝
。
三
ケ

田
礼
一
選
手
以
来
の
世
界
王
者

が
誕
生
し
た
。

２
月

▽
３
日
～
６
日

第

回
全
国

４７

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
る
。
選
手
・
役
員
な
ど
約
１

４
０
０
人
が
全
国
か
ら
参
加
。

を紙面で振り返る
バンクーバー冬季五輪やワールドカップ南アフリカ大会などで、日本人選手が活躍した２０１０年。

国内では、記録的な猛暑の中、参議院議員選挙で与党が過半数割れとなり、また、尖閣諸島問題
せん かく

や宮崎県の口蹄疫問題などで国内が揺れた１年でした。ここでは、この１年間に広報はちまんた
こう てい

いに掲載された記事を通じて、市の２０１０年を振り返ります。（学校名や学年は掲載当時のまま）

⇒

⇒
⇒
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で
日
野
沢
瑛
選
手
（
盛
岡
視

あ
き
ら

覚
支
援
学
校
中
等
部
２
年
、
寺

田
新
田
）
が
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
。

▽

日
～

月
３
日

新
潟
県

３０

１１

で
開
催
さ
れ
た
第

回
全
国
ク

１７

ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
で
、
ア
ン
ソ
メ
ッ
ト
岩
手

八
幡
平
が
初
優
勝
を
果
た
す
。

月
11▽

３
日

陸
上
自
衛
隊
東
北
方

面
音
楽
隊
に
よ
る
市
民
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
市
総
合
運
動

公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

▽
３
日

市
民
憲
章
推
進
大
会

を
西
根
地
区
体
育
館
で
開
催
。

今
回
の
大
会
で
は
、
こ
の
日
制

定
さ
れ
た
八
幡
平
市
民
歌
が
初

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

別
日
程
で
開
催
さ
れ
て
き
た
少

年
少
女
の
詩
「
江
間
章
子
賞
」

授
与
式
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

▽

日

西
根
第
一
中
学
校
創

２８
立

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

５０
れ
る
。
昭
和

年
４
月
に
創
立

３６

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
６
４
４
２

人
が
同
校
を
卒
業
し
た
。

▽

日

新
庁
舎
基
本
設
計
が

２９
ま
と
ま
る
。

年
度
に
は
実
施

２３

設
計
な
ど
を
行
い
、
建
築
工
事

は

年
度
着
工
予
定
。

２４

念
し
「
世
界
最
大
の
ス
キ
ー
パ

レ
ー
ド
」
を
実
施
。
１
８
４
人

が
縦
一
列
で
滑
り
降
り
、
ギ
ネ

ス
記
録
に
認
定
さ
れ
た
。

▽

日

東
大
更
児
童
館
の
休

１８
館
式
が
開
催
さ
れ
る
。
昭
和
４６

年
に
開
館
し
て
か
ら

年
間
に

３９

わ
た
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
た

ち
を
保
育
し
て
き
た
。

▽

日

大
更
学
童
保
育
ク
ラ

３１
ブ
の
開
所
式
が
行
わ
れ
る
。

▽

日

渋
川
小
学
校
が
閉
校
。

３１
昭
和

年
４
月
に
大
更
第
二
小

２５

学
校
渋
川
分
校
と
し
て
創
立
し
、

同

年
に
は
渋
川
小
学
校
と
し

３６
て
独
立
。
閉
校
す
る
ま
で
６
３

９
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て

き
た
。
最
後
の
在
校
生
は

人
。

11

４
月

▽

日

任
期
満
了
に
伴
う
市

２５
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

議
員

人
が
決
ま
る
。
議
長
に

２４

は
瀬
川
健
則
氏
、
副
議
長
に
は

高
橋
光
幸
氏
が
再
任
し
た
。

５
月

▽

日

雪
冷
房
リ
ン
ド
ウ
培

１４
養
施
設
が
空
気
調
和
・
衛
生
工

学
会
の
第

回
振
興
賞
技
術
振

２４

興
賞
を
受
賞
。

６
月

▽

日

田
頭
・
平
笠
地
区
浄

３０
化
セ
ン
タ
ー
の
通
水
式
が
行
わ

れ
る
。
工
事
費
は
約
３
億
５
０

０
０
万
円
。

猛暑と激動の１年
2010201１

⇒
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多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で

開
催
さ
れ
た
住
民
説
明
会
や
市
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
で
、
市
民
交

流
の
た
め
の
施
設
の
要
望
が
あ
り
、

庁
舎
に
併
設
す
る
も
の
で
す
。

現
在
の
西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ

広
さ
を
持
つ
大
ホ
ー
ル
と
、
仕
切

り
に
よ
り
２
部
屋
の
活
用
が
で
き

る
多
目
的
ル
ー
ム
、
湯
沸
室
を
配

置
し
ま
す
。
各
種
総
会
な
ど
の
会

議
、
交
流
事
業
、
講
演
会
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
と

き
に
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
完
備

し
た
結
の
ひ
ろ
ば
と
庁
舎
の
両
方

の
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
庁
舎
に
配
置

し
た
授
乳
や
お
む
つ
交
換
、
着
替

え
が
で
き
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
開

新
庁
舎
基
本
設
計
ま
と
ま
る
②

基
本
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
新
庁
舎
建
設
。

月
号
で
は
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
平
面
図
と

１２

そ
の
機
能
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
庁
舎
に
併
設
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
結
の
ひ
ろ

ゆ
い

ば
な
ど
、
基
本
設
計
で
検
討
さ
れ
た
庁
舎
関
連
の
事
業
や
機
能
の
ほ
か
、
概
算
事
業
費
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
庁
舎

建
設
対
策
室（

・
内
線
１
４
１
２
）ま
で
。

「結のひろば」から正面玄関を望むイメージ

多
目
的
ホ
ー
ル

結
の
ひ
ろ
ば

北
森
駅
移
設

市
民
交
流
の
場
目
指
し

待
合
や
休
憩
の
ほ
か

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

利
便
性
を
図
る
た
め
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議

放
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
交
流
施
設
を
目
指

し
ま
す
。

庁
舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
を
つ
な

ぐ
結
の
ひ
ろ
ば
。
建
物
全
体
の
正

面
玄
関
が
こ
こ
に
あ
り
、
弱
冷
暖

房
の
た
め
、
駅
利
用
の
待
合
室
機

能
だ
け
で
は
な
く
、
庁
舎
や
多
目

的
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
の
待

合
・
休
憩
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

壁
面
利
用
・
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

に
よ
る
展
示
会
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、

通
学
・
通
勤
時
の
学
習
な
ど
利
用

の
自
由
度
が
高
い
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
利
用
方
法
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

花
輪
線
各
駅
の
環
境
整
備
は
、

市
交
通
政
策
の
重
要
な
課
題
で
す
。

北
森
駅
の
場
合
は
、
国
道
２
８
２

号
か
ら
の
接
続
の
利
便
性
、
通

勤
・
通
学
の
夜
間
の
安
全
性
確
保

な
ど
が
課
題
で
す
が
、
近
接
す
る

庁
舎
建
設
予
定
地
に
駅
を
移
設
し
、

庁
舎
に
隣
接
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
庁
舎
利
用
の
利
便
性
向
上

を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協

議
を
重
ね
、
現
在
は
移
設
に
よ
る

課
題
や
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
ま
す
。
移
設
の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め

ま
す
。

はちまんたい広報09

庁
舎
の
冷
暖
房
に
は
、
地
中
熱

を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
地
中
の
温
度

は
、
年
間
を
通
じ
て

～

度
と

１３

１５

一
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
を
高
め
、
少
な
い
電
力

で
温
度
管
理
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
で
は
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、

削
減
し
た
二
酸
化
炭
素
分
の
売
買

に
つ
い
て
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

庁
舎
内
冷
暖
房

概
算
の
事
業
費

地中熱利用イメージ

地
中
熱
を
利
用
し
て

二
酸
化
炭
素
の
削
減
を

基
本
計
画
よ
り
増
額

総
額
約

億
7
千
万
円

29

今後のスケジュールは？

新庁舎建設基本設計の説明会は、希望に応じ

て２月２８日まで職員が説明に伺います。基本

設計の内容について詳しい説明を聞きたい場合

は、次により申し込みください。

■対象 市民または市内で働いている５人以上

の団体（組織化されていないグループなども可）

当日は、５人以上出席してください。

■開催時間 午前１０時から午後９時までのうち、

２時間以内

■申込方法 団体代表者氏名、連絡先、希望開

催日・時間・場所を電話かＦＡＸ（７５-０４６９）で

市役所庁舎建設対策室まで申し込みください。

日程調整後、随時説明会を行います。

■申込期限 ２月１５日

■持ってくるもの 広報はちまんたい２２年１２月

６日号（№１１７）、２３年１月号（№１１９＝本号）

基本設計説明会を開催します

庁舎建設事業は現在、造成設計と実施設

計を進めています。実施設計を８月に完了

し、２３年度内に事業の認可を受けて、用地

買収と造成工事を計画しています。庁舎本

体の建築は、２４年度から２６年度にかけて実

施し、２６年度中の完成、移転を目指します。

２６年度２５年度２４年度２３年度２２年度

○基本設計

○造成設計

○○実施設計

○事業認可

○用地買収

○造成工事

○○○建築工事

○外構工事

■基本計画・基本設計の事業費・財源の比較
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
庁
舎

の
配
置
・
機
能
な
ど
に
よ
る
基
本

設
計
時
点
で
の
概
算
事
業
費
は
２９

億
７
０
０
０
万
円
。
基
本
計
画
策

定
時
よ
り
３
億
９
０
０
０
万
円
も

ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

結
の
ひ
ろ
ば
を
室

内
空
間
と
し
、
弱
冷
暖
房
化
し
た

こ
と

明
る
く
、
人
に
優
し
い
庁

舎
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ

や
そ
の
他
各
部
屋
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
ロ
ビ
ー
空
間
を
広
く
し
た

た
め
、
計
画
面
積
を
上
回
っ
た
こ

と

環
境
に
優
し
い
庁
舎
を
目
指

す
こ
と
か
ら
、
地
中
熱
な
ど
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図

り
、
初
期
導
入
費
が
増
加
し
た
こ

と
、
な
ど
の
点
が
理
由
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
左
表
の
と
お
り
、
基

本
計
画
時
に
比
べ
て
事
業
費
に
係

る
市
の
実
質
財
政
負
担
額
を
減
ら

す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
実
施
設
計
で
も
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
精
査
し
た

上
で
、
市
の
実
質
の
負
担
を
減
ら

し
な
が
ら
、
よ
り
機
能
的
で
、
利

便
性
の
高
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
検

討
し
ま
す
。

基本設計基本計画

２０億 ６４６万円１７億６，０４０万円庁舎本体・車庫事
業
費

３億６，９４０万円２億２，５００万円多目的ホール

５億９，４３３万円５億９，３６０万円外構工事、設計など

２９億６，９３３万円２５億７，９００万円全体事業費計

※基本設計の庁舎・多目的ホール事業費は、合算した後、１００万円未

満を切り捨てた上で、全体事業費を算出しています。

※１万円未満四捨五入のため、合計が合わない部分があります。

５億２，５４４万円１０億０，０００万円庁舎建設基金
支
出
財
源

２４億１，０８０万円
（１６億８，７５６万円）

（７億２，３２４万円）

１４億７，９００万円
（１０億３，５３０万円）

（４億４，３７０万円）

合併特例債
（交付税で充てる）

（市の返済分）

３，３１０万円１億０，０００万円一般財源

２９億６，９３４万円２５億７，９００万円合計

５億２，５４４万円１０億０，０００万円庁舎建設基金
実
質
負
担
額

７億２，３２４万円４億４，３７０万円合併特例債返済分

２，４２９万円１，４９０万円
合併特例債
返済分利子

３，３１０万円１億０，０００万円一般財源

１３億 ６０６万円１５億５，８６０万円合計
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市
は
、

年
度
に
「
農
業
振
興

２３

地
域
整
備
計
画
」
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

年
度
か
ら
５
年
以
内

２４

に
住
宅
な
ど
の
建
設
や
事
業
開
発

な
ど
に
よ
る
「
農
地
転
用
（
農
地

を
農
地
以
外
に
変
え
る
こ
と
）
」

を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
「
農
振

除
外
」
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
て
市
町
村
が

定
め
る
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は

農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域

（
農
業
振
興
地
域
）
を
明
ら
か
に

し
、
農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の

近
代
化
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
内
で
は
、
農
用

地
と
し
て
利
用
す
る
土
地
の
区
域

を
「
農
用
地
区
域
」
と
し
、
優

良
な
農
地
の
保
全
の
た
め
に
農
業

以
外
の
目
的
で
の
利
用
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
用
地
区
域
内
の

土
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る
と

き
は
、
農
地
転
用
の
許
可
申
請
前

に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
き
（
農
振
除
外
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
農
振
除
外
す
る
た
め
の
６
要
件

次
の
６
つ
の
要
件
を
全
て
満
た

す
場
合
に
農
振
除
外
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。


農
用
地
区
域
以
外
に
利
用
で
き

る
土
地
が
な
い
こ
と


農
用
地
の
集
団
化
や
作
業
効
率

化
な
ど
、
農
業
上
の
土
地
利
用

に
支
障
が
な
い
こ
と


安
定
的
な
農
業
経
営
者
に
対
す

る
農
用
地
の
利
用
の
集
積
に
支

障
が
な
い
こ
と


土
地
改
良
施
設
（
用
排
水
路
や

農
道
な
ど
）
機
能
に
支
障
が
生

じ
な
い
こ
と


土
地
改
良
事
業
な
ど
を
行
っ
た

区
域
内
で
は
、
事
業
完
了
後
８

年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と


申
請
す
る
目
的
の
実
現
が
確
実

な
こ
と

事
業
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
土
地
が
農
用
地
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
か
問
い
合
わ
せ
の
上
、

農
用
地
区
域
に
該
当
す
る
場
合
は

「
農
振
除
外
」
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
農
用
地
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限

２
月

日


２８

■
提
出
書
類


農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書


位
置
図
（
申
請
地
の
位
置
や
付

近
の
状
況
が
分
る
地
図
）


事
業
計
画
の
概
要
が
分
か
る
設

計
書
、
配
置
図
な
ど


公
図
（
申
請
地
の
地
番
や
地
目
、

隣
接
地
の
状
況
な
ど
を
表
示
し

た
図
面
）


位
置
選
定
検
討
表

申
出
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
審
査
し
、

適
切
な
も
の
は
除
外
、
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
転
用
目

的
、
場
所
に
よ
っ
て
は
除
外
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
計
画
の
見
直
し
時

期
以
外
は
「
農
振
除
外
」
の
手
続

き
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
次
回
の
見
直
し
で
あ
る
２８

年
ま
で
は
原
則「
農
振
除
外
」が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
地
の
有
効
利
用
図
る

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

農業振興地域整備計画見直し
「農振除外」申請は２／２８まで

●申請など詳しくは

市役所農政課農政係（・内線１２７２）

市
は
、

年
度
に
学
童
保
育
ク

２３

ラ
ブ
で
勤
務
す
る
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
職
種

指
導
員
（
非
常
勤

職
員
）

■
業
務
内
容

学
童
保
育
ク
ラ
ブ

に
通
う
小
学
生
の
見
守
り
、
育
成

■
応
募
資
格

普
通
自
動
車
免
許

を
持
っ
て
い
る
人

■
勤
務
場
所

大
更
、
大
更
第
二
、

東
大
更
、
渋
川
、
田
頭
、
平
笠
の

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

※
土
曜
日
は
大
更
第
二
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
の
勤
務

■
募
集
人
数

人
（
予
定
）

１８

■
勤
務
日

月
曜
日
～
土
曜
日

■
勤
務
時
間

▽
平
日
＝
午
後
１
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で

▽
土
曜
日
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な

ど
の
長
期
休
業
期
間
＝
午
前
７
時

半
か
ら
午
後
６
時
半
ま
で

※
シ
フ
ト
制
に
よ
る
週

時
間

２８

４５

分
勤
務

■
報
酬
（
日
額
）

５
１
６
０
円

（
別
途
通
勤
手
当
支
給
）

■
応
募
方
法

市
役
所
児
童
福
祉

課
で
配
布
す
る
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
児
童
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
）

■
応
募
期
限

１
月

日


２６

※
書
類
選
考
後
、
面
接
を
行
い
ま

す（
２
月
８
日

～

日

予
定
）。

１０

市内６学童保育クラブ
指導員を募集します

●詳しくは

市役所児童福祉課子育て支援係（・内線１１７２）

農地に住宅を建設する場合、手続きが必要

農
振
除
外
は
手
続
き
必
要

２
月

日
ま
で
に
申
請
を

２８

計
画
見
直
し
５
年
に
１
度

はちまんたい広報11

各課からのHOTLINE

市
は
、

年
度
の
臨
時
職
員
登

２３

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種


事
務
補
助
員
＝
事
務
全
般
（
補

助
的
な
も
の
）

労
務
作
業
員
＝

用
務
員
（
施
設
用
務
員
、
学
校
用

務
員
）
、
清
掃
員
、
運
転
手
な

ど

牧
野
監
視
人
＝
市
営
牧
野
の

看
視
、
管
理
な
ど

保
育
士
＝
保

育
所
で
の
保
育

調
理
補
助
員
＝

保
育
所
で
の
調
理
補
助

除
雪
作

業
運
転
手
＝
除
雪
車
両
の
運
転

■
応
募
資
格

４
月
１
日
現
在
、

歳
以
上
で
健
康
な
人
。
次
の
資

１８格
が
あ
る
人
は
、
優
遇
の
対
象
に

な
り
ま
す
（
除
雪
運
転
手
は
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
の
み
募
集
）
。

▽
労
務
作
業
員
＝
普
通
自
動
車
免

許
▽
牧
野
看
視
人
＝
大
型
特
殊
免

許
、
家
畜
人
工
授
精
師
▽
保
育
士

＝
保
育
士
免
許
・
幼
稚
園
教
諭
免

許
▽
調
理
補
助
員
＝
調
理
師
免
許

▽
除
雪
作
業
運
転
手
＝
大
型
特
殊

免
許
、
車
両
系
建
設
機
械
技
能
講

習
修
了
（
必
須
）

■
雇
用
期
間

６
カ
月
以
内
（
勤

務
日
、
勤
務
時
間
な
ど
は
募
集
職

種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
応
募
方
法

市
役
所
総
務
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
役
所
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
期
限

２
月

日

（
郵

１０

送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

２３年度の市各種臨時職員
登録者を募集します

●詳しくは

市役所総務課行政係（・内線１２１４）

基
本
的
人
権
を
守
り
、
人

権
を
侵
さ
れ
た
人
の
適
切
な

救
済
、
人
権
思
想
の
普
及
啓

発
を
使
命
と
す
る
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
状
が
１
月
１
日

付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
髙
橋

末
治
さ
ん
（
大
久
保
、
再

任
２
期
目
）
と
髙
橋
さ
よ
さ

ん（
中
村
、
再
任
２
期
目
）に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は

年

月

日
ま

２５

１２

３１

で
の
３
年
間
。
同
委
員
は
、

皆
さ
ん
の
悩
み
事
や
心
配
事

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
や
提
言
な
ど
を
市
政
に

生
か
す
た
め
に
、
個
別
広
聴

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
】

市
長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

直
接
語
り
合
う
「
市
長
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
。
皆
さ
ん

が
思
い
描
く
市
の
将
来
像
を
、

市
長
と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

市
内
で
活
動
す
る

団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
（
組

織
化
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ

可
、
当
日
は
５
人
以
上
で
出

席
し
て
く
だ
さ
い
）
。

■
開
催
時
間

午
前

時
か

１０

ら
午
後
９
時
ま
で
の
う
ち
、

１
開
催
２
時
間
ま
で
。

■
開
催
日
時
・
場
所

申
し

込
み
団
体
と
協
議
し
て
決
定

し
ま
す
（
場
所
は
申
し
込
み

団
体
で
手
配
）
。

■
申
し
込
み
方
法

市
役
所

総
務
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
の
上
、
開
催
希
望
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
わ
た
し
の
提
言
】

市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
提
言
な
ど
を
提
言
箱

に
投
書
す
る
「
わ
た
し
の
提

言
」
。
提
言
箱
と
提
言
用
紙

は
、
市
内

施
設
に
設
置
し

３２

て
い
ま
す
（
左
表
の
と
お

り
）
。
寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
目
を
通
し
、
希

望
に
応
じ
て
回
答
し
ま
す
。

施 設 名

西根病院１７市役所本庁舎１

安代診療所１８松尾総合支所２

田山診療所１９安代総合支所３

岩手山焼走り国際交流村２０田山支所４

道の駅にしね２１西根地区市民センター５

松尾八幡平ビジターセンター２２大更公民館６

自然休養村なかやま荘２３田頭公民館７

林業センター２４平舘公民館８

綿帽子温泉館あずみの湯２５寺田公民館９

岩手銀行平舘支店２６松尾地区公民館１０

岩手銀行安代支店２７安代地区公民館１１

北日本銀行平舘支店２８畑公民館１２

盛岡信用金庫西根支店２９荒屋公民館１３

ユニバース西根店３０浅沢公民館１４

マックスバリュ西根店３１舘市公民館１５

ホーマック西根店３２松尾歴史民俗資料館１６

■わたしの提言箱設置施設一覧

まちづくりに皆さんの意見
個別広聴事業の活用を

●詳しくは

市役所総務課広報統計係（・内線１２１７）

髙橋末治さん・髙橋さよさん
人権擁護委員に再委嘱

●相談日など詳しくは

市役所市民課戸籍住民係（・内線１１３４）

↑
髙
橋
末
治
さ
ん（
大
久
保
）

↓
髙
橋
さ
よ
さ
ん（
中
村
）



皆さんからの情報をお寄せください。
・内線１２１９まで。
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大更保育所クリスマスお遊戯会

（１２月１１日、大更保育所）

冬の交通事故防止県民運動・啓発活動

（１２月７日、マックスバリュ西根店前）

市芸術祭演劇部門として、劇団「ふるさと発信株式

会社」の第１３回公演「郵便配達夫の恋」は１２月５日、

安代小学校体育館で行われました。

今回は「手紙を通じた気持ちの通じ合い」がテーマ

で、母の一周忌に祖父の住む島に帰省した歌手あかり

が母の遺品から郵便配達員宛ての未投函の手紙を見つ

けることから展開されるストーリー。あかりがマネ

ジャーや祖父、郵便配達員との関わりを通じ、新たな

一歩を踏み出す大人の恋の話を団員が熱演しました。

手紙が通じる思いを熱演
市芸術祭演劇部門・ふる株第１３回公演

八幡平リゾートパノラマスキー場・下倉スキー場

安全祈願祭（１２月１０日、八幡平リゾートホテル）

活動の成果を発表する西根ミニバススポ少の佐々木桜花さん

手紙がつなぐ「心」を熱演する劇団員

「強くなるためにはスポーツを楽しみ続けること」と語る鈴木岳さん（写真左）

市スポーツ少年団活動発表会は１２月５日、市総合運

動公園体育館で開かれました。

発表会には、市内小・中学生の団員など約３００人が

参加。市空手道スポーツ少年団が形を披露したほか、

２３のスポ少の代表が１年間の活動を振り返りました。

続いて、㈱R-bodyproject代表取締役で、フリース

タイルスキーの上村愛子選手の専属トレーナーを務め

る鈴木岳さんが「オリンピック選手になるために」と

題して講演。「今の自分を知り、目標を明確に持つこ

と。大切なのは、感謝の気持ちを持ち、楽しみながら

スポーツを続け、努力することだ」と語りました。ま

た競技前に取り組むトレーニングなども指導しました。

１年間の活動成果を披露
市スポーツ少年団活動発表会

はちまんたい広報13

すなっぷギャラリー

フォレストi・クリスマス会

（１２月１２日、フォレストi）

第34回おでって芸能館・兄川先祓い

（１２月１１日、プラザおでって【盛岡市】）

あしろ新そばを味わう会（市商工会主催）は１２月８

日、新安比温泉静流閣で開かれました。

市民など約６０人が参加。安代地区産の新そば粉を

使った手打ちのざるそばやかけそば、そば粉を柳の葉

の形にこねて鶏だしの汁に入れた柳ばっと、シフォン

ケーキなど幅広い料理が並びました。また、マイタケ

の天ぷらやイワナの塩焼き、地元のキノコを使った料

理も出され、参加者は地元の恵みに感謝しながらさま

ざまな料理を満喫しました。

地元産のそば料理を堪能
あしろ新そばを味わう会

安代地区産の新そば粉を使った手打ちそばに舌鼓を打つ参加者

市生涯学習推進大会・岩手芸術祭移動舞台公演「弦

楽ハーモニーと歌声コンサート」は１２月１２日、西根地

区市民センターで行われました。

県弦楽研究会によるクラシックや歌謡曲演奏に続き、

市内で活動する西根むらさきコーラスが童謡など４曲

を披露。最後に、「しぐれる山」など名誉市民の江間

章子さんが作詞した４曲を合同で演奏。会場に響き渡

る弦楽と歌声のコラボレーションが約１２０人の聴衆を

魅了しました。

弦楽と歌声が会場に響く
市生涯学習推進大会

バイオリンなどの弦楽器とコーラスが一体となった音を奏でました

市老人クラブ大会（市老人クラブ連合会主催）は１２

月９日、西根地区民センターで開かれました。

老人クラブ会員など約２５０人が参加。老人クラブ育

成指導功労者４人と会員増強１２団体を表彰しました。

続いて、同連合会女性部と３老人クラブによる事例発

表、渡辺義光さん（両沼）の「語り継ぎたい八幡平市の

ことわざと名言」と題した講演が行われ、最後に、新

しい時代にふさわしい老人クラブをつくるための発展

を願った大会宣言を全会一致で採択しました。

老人クラブの発展を願い
市老人クラブ大会

老人クラブ育成指導功労者表彰を受ける松浦サツ子さん（写真右）



保健のひろば
緯・内線1151 市役所保健課

介護のココロ
緯・内線1185 市地域包括支援センター

環境のみらい
緯・内線1137 市役所市民課
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市
は
、
出
産
を
控
え
る
夫
婦
を

対
象
に
、
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

の
知
識
を
夫
婦
一
緒
に
学
ぶ
と
と

も
に
、
妊
婦
同
士
の
交
流
を
図
る

「
パ
パ
マ
マ
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年

月

日
に
行
わ

１１

１７

れ
た
教
室
で
は
、
「
妊
婦
さ
ん
に

優
し
い
食
事
」
の
調
理
実
習
や
人

形
を
使
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

の
入
れ
方
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
沐
浴
体
験（
写
真
）、
約

も
く

よ
く

１０

㌔
の
重
り
を
身
に
付
け
る
パ
パ
の

妊
婦
体
験
を
し
た
ほ
か
、
よ
だ
れ

か
け
作
り
を
し
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
１
月

日

。

２０

出
産
を
控
え
て
い
る
夫
婦
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
保
健
課
保
健

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
度
も
各
種
が
ん
検
診
を
行

い
ま
す
が
、
申
し
込
み
方
法
が
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
す
。

◆
意
向
調
査
は
行
い
ま
せ
ん

昨
年
度
ま
で
は
毎
年
こ
の
時
期

に
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
申
し
込
み
を
取
ら

ず
に
、
検
診
対
象
と
な
る
人
全
員

に
問
診
票
を
配
布
し
ま
す
。
脳

ド
ッ
ク
、
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
費
用
の
助
成
対
象
年
齢
と
な

る
人
に
は
、
２
月
ご
ろ
ま
で
に
直

接
通
知
し
ま
す
。

◆
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

現
在
、
日
本
の
が
ん
に
よ
る
死

亡
者
数
は
年
間

万
人
を
超
え
、

３０

日
本
人
の
死
因
の
第
1
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
２
人
に
１

人
が
、
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
は
医
学
が
進
歩

し
、
早
期
発
見
、
治
療
す
れ
ば
、

治
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
、
治
療
の
た

め
に
重
要
な
の
が
、
「
が
ん
検

診
」
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
が
、

全
国
で
は
受
診
率
が

％
に
達
し

５０

て
い
ま
せ
ん
。
市
で
行
う
が
ん
検

診
で
も
毎
年
が
ん
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆防ごう高齢者虐待

高齢者が、家族などから暴力を受けるなどの「高

齢者虐待」が問題となっています。２１年度の県内各

市町村への相談・通報総数は３０８件。このうち虐待

と認定されたのは１７０件（１８０人）ありました。認知症

である８０歳以上の女性が、息子から身体的虐待を受

けるケースが多い傾向にあります。

誰もがいずれは高齢者になり、直面する可能性が

ある高齢者虐待。早期発見・対応を行い、みんなで

高齢者や介護者を見守り、支えていきましょう。

高齢者虐待を発見した人は、高齢者虐待防止法に

基づき、通報することが定められています。発見し

た場合は、市地域包括支援セ

ンターへ相談・通報ください。

通報者の秘密は守られます。

なお、相談は、県高齢者総

合支援センター（０１２０-８４-

８５８４）でも受け付けています。

扇風機で暖かい空気を循環させましょう

◆身近なことから環境に優しい生活を

寒くなりましたが、暖房機器を効率的に使って、

体にもお財布にも暖かいエコな生活を送りましょう。

エアコンや石油ストーブの使用は 設定温度は控

えめにしましょう。また空気を循環させ、暖かい空

気が部屋中に回るようにしましょう。

電気カーペット・コタツの利用は カーペットは

断熱マットを敷き、コタツは上掛けや敷布団を調節

することで、設定温度を下げても十分な暖かさにな

ります。人がいないときはスイッチを切りましょう。

重ね着の利用を 靴下を履くだけで、体感温度は

上がります。上着など積極的に重ね着をしましょう。

カーテンの利用を 日中はカーテンを開けて太陽

光で室内を暖め、夜間はカーテンを閉め、窓からの

冷たい空気を遮断しましょう。

入浴するときは シャワーの出しっぱなしをやめ、

お風呂上りのドライヤーもタオルでよく髪をふいて

から使いましょう。

パ
パ
マ
マ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

来
年
度
の
各
種
が
ん
検
診

申
し
込
み
方
法
が
変
更
に
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企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業人人人人人人人人人人人人人人人人にににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会社社社社社社社社社社社社社社社社紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹企業人による会社紹介介介介介介介介介介介介介介介介介

▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

大
豆
成
分
を
主
原
料
と
し
た
健

康
食
品
や
化
粧
品
、
漢
方
薬
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、
部
署
に

関
係
な
く
、
従
業
員
一
人
一
人
が

協
力
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

る
会
社
で
す
。

グローバル

伸和製薬

⑬

所在地 松尾寄木２-５４６-１

資本金 ５，０００万円

代表者 田中 文昭

設 立 昭和６３年１月

従業員数 ３１人

電話番号 ７８-３３５５

事業内容 健康食品、化粧品、

漢方薬の製造、販売

主な取引先 グローバル、

健康食品販売会社

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

食
品
製
造
工
程
の
製
造
管
理
な

ど
の
統
括
を
し
て
い
ま
す
。
約
３０

種
類
の
健
康
食
品
を
は
じ
め
、
１

日
に
約
２
ト
ン
の
製
品
が
作
ら
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

人
の
体
に
入
る
製
品
を
作
っ
て

い
る
の
で
、
衛
生
面
に
注
意
し
、

安
心
で
安
全
な
商
品
を
提
供
す
る

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

お
客
様
の
声
が
直
接
届
く
の
で
、

新
製
品
な
ど
の
よ
い
評
価
を
聞
い

た
り
、
厳
し
い
意
見
へ
の
対
策
が

で
き
た
り
し
た
と
き
に
達
成
感
が

あ
り
ま
す
。

▼
今
後
目
指
し
て
い
く
こ
と
は

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
生
か
し
た
商
品
開
発
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。

寺
田
相
撲
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
た
ス
ポ
ー

５８

ツ
少
年
団
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
県

大
会
は
も
ち
ろ
ん
全
国
大
会
や
東

北
大
会
で
個
人
や
団
体
優
勝
な
ど

多
数
入
賞
を
果
た
す
活
躍
を
見
せ

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
校
２
年
生
ま
で
の
８
人
が
所

属
。
相
撲
の
基
本
で
あ
る
四
股
や

ぶ
つ
か
り
稽
古
な
ど
メ
リ
ハ
リ
を

付
け
た
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
一
生
懸
命
取

り
組
め
ば
、
そ
の
努
力
は
絶
対
報

わ
れ
る
こ
と
を
伝
え
、
何
で
も
あ

き
ら
め
な
い
で
頑
張
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
団
員
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
学
年
や
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
練
習
日
時
・
場
所

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
西
根
地
区

相
撲
練
習
場

詳
し
く
は
、
寺
田
相
撲
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
・
遠
藤
良
貴

（
三
研
ソ
イ
ル
㈱
、


－

２
０

７７

２
１
）
ま
で
。

未来の横綱目指し練習に励む団員たち

広報クイズ

１月６
日号の

問題

劇団ふるさと発信

株式会社の第１３回

公演タイトルは？

№64 正解者の中から抽選で３人に５００円分の図書カードをお贈りします。
◎応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名、年齢」を書いて応募してく
ださい。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づくり
の参考にさせていただきます。
◎応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒０２８-７１９２（住所不要）
☆ＦＡＸ７５-０４６９ ☆メールsomuka@city.hachimantai.lg.jp（タイトル

に「広報クイズ」と入力、携帯電話は右の二次元コードから送信できます）
◎応募期限 １月２５日 消印有効
◎第６３回の正解 「１２点」 ◎応募者数 １０人 ◎正解者数 １０人
◎当選者 日向裕一さん（大更）、畠山サン子さん（松尾寄木）、大森リツさん（叺田）

相撲練習の基本の一つ「すり足」

紹紹紹介介者者

食品統括本部食品統括本部長長 高橋高橋 聡聡 さんさん
たか はし さとし

No.８

寺
田
相
撲

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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◆展示充実のために

博物館では、展示の見直し、展示替えなど、展

示の充実のために、寄贈資料の復元や修復を行っ

ています。本年度は、絵図面の裏打ち作業を行い

ました（右写真）。

この資料は、縦２㍍６０㌢、横３㍍３０㌢もある

大きなもので、明治７年（1874）以降に作成された

「陸奥国
む つ こく

二
にの

戸
へ

郡第
ぐん だい

十
じゅう

大區
だい く

小
しょう

七区曲田村地引絵図面」
なな く まが た むら じ びき え ず めん

です。山野や河川、道路、飛び地（他村の所有地）

などはもちろん、各家の戸主名・田畑面積・番地

などが詳しく描かれていて、本分家の関係や田畑

面積などの実態がよく分かります。注目すべきは、

飛び地が半分を超えていること。実情が無視され

た行政区だったことを教えてくれます。

事実、この行政制度（大小區制）は、近代化を急

ぐあまり、中央の命令と伝達機関としての性格と

して、従来の町村を否定した地方に合わない制度

であることから明治１１年には廃止され、現在の行

政制度の基本となった郡区町村制に改められます。

この絵図面は１月４日から第一展示室で公開し

ています。

八幡平市朗読奉仕「ほおずきの会」の皆さんに

よる絵本や童話の読み聞かせ、江間章子賞受賞者

による詩の朗読を行います。また、昨年７月２１日

から１月１０日まで実施した読書マラソンの表彰式

を同時開催します。

■日時 １月２２日 午後１時半～

読み聞かせや読書アドバイス、子どもたちへの

絵本のプレゼントなどを行います。図書館利用を

始める第１歩にぜひ参加してください。

■対象 平成１９年４月２日から２０年４月１日まで

に生まれた子どもとその保護者

■日程と対象地区

朗読を楽しむ会に集まろう

展示の充実（修復作業）

本が好きになる子の第１歩

３歳児親子図書館訪問開催します。

対象地区・時間
期日・場所

午後１時半～２時午前１０時～１０時半

大更（岡村、山子沢、
大石平、渋川、渋川開
拓、白屋、北村、両沼、
中関、五百森）

大更（駅前一・二区、
上町、仲町、下町一～
三区、松川、雇用促進、
山後）

２月６日
図書館

平舘、西根寺田、松尾、
野駄

田頭、松尾寄木、柏台
２月１３日
図書館

安代
２月２０日
安代若者
センター

【広 告】
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(１１月届け出分）

（太字は男の子）

遠 香蓮（秀喜・ひとみ／両沼）
か れん

菅原 結衣（宏之・睦美／柏台三丁目）
ゆ い

菅原 叶夢（一郎・沙織／帷子）
と む

井上 香穂（学・久美子／大石平）
か ほ

田中 碧（亨・淳子／大泉）
あおい

佐々木 美織（俊一・由起／中村）
み おり

山口 雄大（淳・明子／五百森）
ゆう た

髙橋 蒼空（徳光・茉佑／温泉郷）
そ ら

立柳 永愛（敬太・美由紀／上野駄）
と あ

松野 結月（浩幸・陽子／荒屋）
ゆ づ き

伊藤 壮太（宜紀・久美子／川原目）
そう た

田村 侑杏（仁・智子／五百森）
ゆ あ

井上 純貴 ／東

藤江 鮎香 ／寺田

山本 秀洋 ／五百森

工藤 瞳 ／五百森

伊藤 雄飛 ／南寄木

宮川 めぐみ／盛岡市

遠藤 一子 ５４歳 北村

工 キエ ８９歳 北村

髙橋 庄一郎 ８５歳 中村

小山田與太郎 ８８歳 荒屋

遠 與平 ８５歳 若谷地

阿部 浩 ８９歳 畑２区

久保 勝郎 ７３歳 安比高原

山口 登 ７１歳 中関

槻澤 好男 ８６歳 荒屋新町

古川 正明 ８２歳 中松尾

三田村ツヤ子 ８２歳 町組

田村 日出人 ５６歳 大泉

髙橋 喜 ８５歳 北寄木

髙橋 キヱ ８２歳 中村

武田 重孝 ７８歳 山子沢

工藤 ハル ７９歳 高宮

角舘 ミエ ５７歳 折壁

松浦 義博 ５２歳 堀切

松村 福松 ７６歳 北村

岩崎 イシ ９０歳 山後

津志田 健治 ６２歳 川原目

小笠原 幸市 ６６歳 笹目

八角 善三 ７５歳 小福田

※掲載は届け出順で、届け出人が
希望した場合だけ載せています。

（敬称略）

世帯数人 口地 区

(－７）６，０５９(－４１）１７，３７３西根地区

(－２）２，３７０(＋１）６，５５７松尾地区

(－３）１，９３２(－１１）５，３６８安代地区

(－１２）１０，３６１(－５１）２９，２９８合 計

(－３１）１４，１６１男 性

(－２０）１５，１３７女 性

出生 １２ 死亡 ３２

転入 ３０ 転出 ６１

累計１１月項 目

６４１０人身事故

４３６３９物損事故

８０１１負 傷 者

１０死 者

９０飲酒運転

９０火 災

１，０２８９１救 急

■交通事故件数など ※累計は１月からの合計

お幸せに

（

（

■人口の動き【11月30日現在 （ ）は前月比】

健やかに

（

※飲酒運転は市内に住んでいる人のみとしたため前月と累計が異なります
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知
ら
せ

詳しくは各担当、各機関に問い合わせを

八幡平市役所 76-2111
松尾総合支所 74-2111
安代総合支所 72-2111

ホームページはこちら

http://www.city.hachimantai.lg.jp/
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■編 集 後 記
明けましておめでとうございます。と言って

も、この広報を作っているのは、まだ１２月。ま

だ雪も少ないですが、広報発行のころには、い

つもどおり雪かきの毎日でしょうか。ところで、

初詣はどちらに行かれましたか。私のお薦めス

ポットは、安代地区にある不動の滝です。正月

期間は、滝のライトアップもしています。冬の

不動の滝もいいものですよ。（宮野）

日本漢字能力検定協会が発表する昨年の世相

を１文字で表す漢字は「暑」だったそうです。私

自身、昨年を振り返ると、４月から再び広報担

当になって、たくさんの人に出会い、元気をも

らい、支えてもらった１年でした（個人的には、

２０代から３０代への節目の年でしたが…）。５年

ぶりに広報担当者として迎えた正月。気持ちも

新たに今年は、一人でも多くの人に読んでもら

い、「熱」い気持ちになる「広報はちまんたい」

をつくっていきたいと思います。（北口）

市は、医療保険と介護保険の両

方の負担がある世帯の負担軽減を

図るため、１年間に支払った医療

保険と介護保険の自己負担の合計

が基準額を超えた分を支給します

（高額医療・高額介護合算制度）。

対象者には、申請書を送付します。

■支給要件 ２２年７月３１日現在、

加入している医療保険の世帯単位

で、８月から翌年７月までの間に

医療保険と介護保険の両方を負担

医療保険と介護保険の自己負担

額（高額医療費、高額介護（予防）

サービス支給額除く）を基に計算

■基準額（２２年７月３１日現在の国

民健康保険と後期高齢者医療制度

の被保険者の限度額）

現役並みの所得者＝６７万円一

般＝５６万円世帯員全員が市民税

非課税の人＝３１万円のうち、

世帯員の合計所得が一定基準以下

の人＝１９万円

※計算の結果、支給額が５００円以

下の場合は支給されません。

詳しくは、市役所保健課国保年

金係（・内線１１４３）まで。

ＮＨＫ学園では、趣味から資格

まで全２００コース以上の生涯学習

通信講座の受講者を募集していま

す。いつでも申し込みできます。

■受講期間 ３カ月～１年

資料請求など詳しくは、ＮＨＫ

学園（０４２-５７２-３１５１）まで。

医療・介護保険
自己負担を軽減

まずは資料を請求
生涯学習通信講座

平成７年１月１７日に発生した阪

神・淡路大震災をきっかけに、各

種ボランティア活動と住民の自発

的な防災活動の重要性が認識され

たことから、１月１５日から２１日ま

では「防災とボランティア週間」

と定めています。

八幡平消防署では、地震体験や

煙体験、防災用品の展示会を開催

します。

■日時 １月１６日、午前１０時か

ら正午まで

■場所 マックスバリュ西根店

詳しくは、八幡平消防署（７６

-２１１９）まで。

市内の企業で働くパートや臨時

アルバイトを募集します。経験は

問いません（５０歳までの女性、要

普通自動車免許）。

【岩手エッグデリカ】

■業務内容 加工卵の製造、包装

■雇用期間 １カ月ごとの契約

■勤務時間 午前８時から午後３

時まで（週４日程度）

■時給 ７００円～

【サラダファーム】

■業務内容 花きの生産など

■雇用期間 １カ月ごとの契約

■勤務時間 午前８時から午後３

時まで（週４日程度）

■時給 ７００円～

詳しくは、岩手エッグデリカ

（７５-０２８８、担当：中村）まで。

防災とボランティア
考える展示会を開催

市内の企業で働く
人材を募集します

【広 告】
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「いわて就職ガイダンス」を開催

します。

■日時 １月２３日、午後１時か

ら５時まで

■場所 岩手産業文化センターア

ピオ

■参加対象者 県内への就職を希

望する２４年３月卒業予定の学生

■内容 県内に事業所がある参加

企業からの会社説明など

詳しくは、ふるさといわて定

住財団（０１９-６５３-８９７６）まで。

フォレストｉでは、スキー教室

（クロスカントリー）を開催します。

■日時 １月１６日、３０日、午

前１０時から正午まで

■参加料 １，０００円（スキーレン

タルの場合、別に１，０００円）

■定員 各１０人

申し込みなど詳しくは、フォレ

ストｉ（７８-２０９２）まで。

国有林の管理・経営に皆さんの

声を役立てる「国有林モニター」を

募集しています。

■募集人数 数十人程度

■任期 ２３年４月～２４年３月

■募集期限 １月３１日

応募など詳しくは、東北森林管

理局国有林モニター係（０１８-

８３６-２２７４）まで。

県内企業が参加する
就職ガイダンス開催

国有林モニターで
あなたの声を反映

「フォレストｉ」主催の
行事で自然に親しもう

県では、Ｕターン就職などを希

望する人へ県内の求人情報などを

インターネットで提供する「Ｕ・

Ｉターンシステム登録制度」を実

施しています。Ｕターンなどを考

えている県外在住の家族や友人な

どへ登録をお勧めください。

また、Ｕターン希望者への求人

情報の提供も行っています。採用

を考えている企業の登録もお願い

します。

詳しくは、県Ｕターンセンター

（０３-３５２４-８２８４）または県雇用対

策・労働室（０１９-６２９-５５９２）まで。

国土交通省では、迅速なリコー

ルの実施とリコール隠しなどの防

止のために、皆さんの車に発生し

た不具合情報を集めています。発

生したときは、自動車不具合情報

ホットライン（０１２０-７４４-９６０

または０３-３５８０-４４３４、http:///

www.milt.go.jp/RJ）まで。

交通事故に伴う自賠責保険や自

動車保険の請求などの相談を無料

で受け付けています。

■相談日 毎週月～金曜日（祝日

を除く）、午前９時から正午まで

と午後１時から５時まで

■相談番号 盛岡自動車保険請求

相談センター（０１９-６５１-４４９５）

Ｕ・Ｉターン希望者に
求人情報を提供します

交通事故の各種相談
無料で受け付けます

お寄せください
車の不具合情報

「知って得する」をテーマに、初心

者向け「行列のできるインター

ネットセミナー」を開催します。

受講は無料。

■対象 ５０～６０代の人

■日時・場所

▽西根地区 １月２６日、午前１０

時から正午まで、西根地区市民セ

ンター

▽松尾地区 １月２８日、午後２

時から４時まで、松尾ふれあい文

化伝承館

▽安代地区 ２月１日、午前１０

時から正午まで、安代若者セン

ター

■定員 各会場２０人（先着順）

申し込みなど詳しくは、県受託

事業者・ホロニックシステムズ

（０１９-６８１-２４５２）まで。

市内の食材でおいしいブランド

八幡平をＰＲする「大地の恵みを

味わう会」を開催します。

■日時 １月２１日、午後６時半

■場所 盛岡グランドホテル

■会費 ５,０００円（前売りチケット）

■チケット取り扱い店（市内） 

道の駅にしねＪＡ新いわて西部

営農経済センターわしの尾

肉の横沢コマクサファーム

岩手エッグデリカ

※送迎バスも運行されます。

詳しくは、道の駅にしね（７５-

００７０）まで。

インターネットに
触れてみませんか

市の新鮮食材を
味わいませんか
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広報

市を特徴づける生業に山仕事が挙げられます。先人たちは春木、木地引き、

炭焼き、マタギなど、古くから山の恵みに感謝しながら営んできました。市内

には、たくさんの山神社が祭られ山の神も安置されています。この田山地区佐

比内の山の神像は、総高104㎝ の一木造で桂材です。髪を烏帽子状に逆立て、

憤怒の表情を表した明王像で、手に斧を持ち岩座に立ち裸形の上半身に左肩か

ら条帛と腰裳を付けた様子は、仏像から神像へと移行過程を示す珍しい男神像
じょうはく こし も

です。荒ぶる神をかたどることで、自然に対する恐れ敬う山びとの祈りが伝わ

ります（注１）。
（注１） 昔は、12の付く日が祭日といわれ、現在の12月12日または１月12日に祈願祭や仕

事を休むなど慣習は残っている地域もある。

≪参考文献≫安代の自然と文化（岩手県立博物館1987年）

所 在 地：佐比内７４番地
指定年月日：平成１２年１月４日（旧安代町指定）

佐比内山の神
さ ひ ない やま かみ




